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第１部 1章【画面構成】 第１部 1章【画面構成】

デスクトップにある [AutoCAD LT 2019] のアイコンをダブルクリックします。

②［スタート ] から起動する －  [AutoCAD LT 2019 - 日本語 (Japanese)] をクリックします。

［AutoCAD LT 2019] の起動

2

1

第 1 節 AutoCAD LT2019 の起動と終了

AutoCAD LT 2019 を起動する

起動

1

[ 作成 ] タブ

①   スタートアップ  [ テンプレート ファイル ][ 既図面 ][ シートセット ] を 開いたり、
 Autodesk にアクセスして [ テンプレート ] 等が取得できます。

②   最近使用したドキュメント  直近に使用した図面が表示されます。図面を押しピンで固定して
 常にこのリストに表示しておくこともできます。

③   接続  Autodesk からオンラインサービスの提供を受けたり、Autodesk に
フィードバックを送ることができます。

［スタートアップ ］3

スタートアップ
①  図面を開始  既定のテンプレート ファイルから新しい図面を作成します。
②  テンプレート  AutoCAD LT が提供するテンプレートを使用できます。( 図 1)
③  ファイルを開く ...  既図面を開きます。最後に使用したフォルダが表示されます。
④  シートセットを開く ...  シートセット (**.dst) を開きます。
⑤  オンライン テンプレートを追加  Autodesk のサイトからテンプレートを取得できます。
⑥  サンプル図面を参照 ...  Autodesk 提供のサンプル図面を検索できます。

起動

起動時の初期画面 ( 赤枠の中が作図領域 )

［作成 ] タブ

①［ショートカット ] から起動する

下図は AutoCAD LT 2019 の起動画面です。このスタート画面には２つのタブがあります。 

最初に表示されるのは、[ 作成 ] タブです。もう一つの [ 学習 ] タブに切り替えるには、画面の下部や

左端にある [ 学習 ]( 赤丸 ) を指示します。

[ 図面を開始 ] や [ テンプレート ] を使用して、すぐに新しい図面を作成できます。

また、Autodesk のサイトに接続して別のテンプレート ファイルをダウンロードして使用したり、

Autodesk が提供するサンプル図面を利用することもできます。

( 図 1)

1

2

3

4

5

6

1 2 3
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第１部 2章【基本操作】 第１部 2章【基本操作】

基
本

操
作

基
本

操
作

UCS(3 点 )

 リボンメニュ－  ありません
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [UCS] -> [ ビュー ]
 コマンド  Ucs -> V

UCS[ ビュー ]3

UCS( ビュー )

原点と X 軸、Y 軸の正の方向を指示する

①プルダウンメニュー [ ツール ] -> [UCS] -> [3 点 ] を選択します。( 図 1)

　新しい原点を指定 <0,0,0>: マウスで点 P1 を指示します。( 図 2)

P1

( 図 1) ( 図 2)

P2

( 図 3)
P3

( 図 4)

② X 軸上での正の点を指定 <715.2456,1233.7092,0>: マウスで点 P2 を指示します。( 図 3) 

③ XY 平面の Y 座標上での正の点を指定 <714.2456,1234.7092,0>: マウスで点 P3 を指示します。( 図 4)

④ ( 図 5) のように原点の移動と、XYZ 軸の回転が同時に行われました。 

⑤円や文字も正確に描かれます ( 図 6)

1

 リボンメニュ－  ありません
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [UCS] -> [3 点 ]
 コマンド  Ucs -> 3

UCS[3 点 ]4

( 図 5) ( 図 6)

図形は XY 平面に平行に作図されます。 

Z 座標の初期値は <0> です。 

（作図したい面を XY 平面にします。）

①プルダウンメニュー [ ツール ] -> [UCS] -> [ ビュー ] を選択します。( 図 1)

②ユーザーが見ている方向がビュー (Z 軸の正の方向 ) になります。( 図 2)

ユーザーの視点方向を Z 軸の正の方向にする

( 図 1) ( 図 2)

２次元図形 ( Z 座標 = 0 ) では、ユーザー座標系が XY 平面に対して 
垂直の関係になければ正確に作図することはできません。 

（ユーザーはＺ軸の正の方向から XY 平面に作図します。）

1

[ 右手の法則 ]
右手を手のひらを上にして握った時、親指を伸ばした方向が X 軸の正の方向で、

人差し指を伸ばした方向が Y 軸の正の方向です。 

それから、中指を自分に向けて伸ばします。これが Z 軸の正の方向です。 

これら 3 つの指は、それぞれ X , Y , Z の正の方向を示しています。

X

Y

Z X

Y

Z

-X

-Y

-Z

(0 , 0 , 0)

memo

Point!Point!

Point!Point!
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第１部 3 章【図面設定】 第１部 3 章【図面設定】

図
面

設
定

図
面

設
定

① [ 注釈 ] タブ -> [ 寸法記入 ] パネルの右下の矢印を選択します。（ダイアログ ボックス ランチャー）

② [ 寸法スタイル管理 ] ダイアログが表示されます。（図 1）

      初期値として [Annotative][Standard][ISO-25] の寸法スタイル名があります。

③ [ 新規作成 ] のボタンを押して、新しい寸法スタイルを作成します。（下図では <Archi> で新規作成）

[ 寸法スタイル ] の新規作成

（図 1）

寸法線の設定

① [ 寸法線 ] タブを選択します。（図 2） 

②寸法線の [ 並列寸法の寸法線間隔 ] を <5> にします。（図 2-1 の A）（印刷時の大きさを指定します。）

③寸法補助線の [ 補助線延長長さ ] を <1> にします。（図 2-1 の B）（印刷時の大きさを指定します。）

④寸法補助線の [ 起点からのオフセット ] を <1> にします。（図 2-1 の C）（印刷時の大きさを指定します。）

（図 2）

A
B

C

（図 2-1）

1

2

 リボンメニュ－  [ 注釈 ] タブ -> [ 寸法記入 ] パネル -> [ 寸法スタイル管理 ]
 プルダウンメニュー  [ 形式 ] -> [ 寸法スタイル管理 ]
 コマンド  DimStyle

寸法スタイル管理 [DimStyle]

寸法スタイル管理寸法スタイル管理

① [ シンボルと矢印 ] タブを選択します。（図 3）

② [ 矢印 ] のタイプから、矢印タイプを選びます。（下図では <30 度開矢印 > を選択しています。） 

③ [ 矢印のサイズ ] を指定します。（印刷時の大きさを指定します。）

矢印の設定325

（図 3）

[ 寸法マスク ] は寸法補助線が交差したときに

どちらかの補助線の一部分をカットします。

そのカットの幅を指定します。

寸法文字の設定

① [ 寸法値 ] タブを選択します。（図 4）

② [ 文字スタイル ] を選択します。＜初期値＞：ISO-25（下図では <Archi> に変更しています。）

③ [ 文字の高さ ] を設定します。＜初期値＞：2.5（印刷時の大きさを指定します。）

4

（図 4）

1

2

3
3

1 2

( 長さ寸法の位置合わせ )

( 半径寸法の位置合わせ )

1 2
3

memo
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第１部４章【図面管理】 第１部４章【図面管理】

図
面

管
理

図
面

管
理

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ ユーティリティ ] パネル -> [ 距離 ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [ 情報 ] -> [ 距離 ]
 コマンド  Measuregeom -> D

① [ ユーティリティ ] パネル -> [ 距離 ] を選択します。

②オプションを入力 [ 距離 (D)/ 半径 (R)/ 角度 (A)/ 面積 (AR)/ 体積 (V)] < 距離 (D)>: _distance

　1 点目を指定 : P1 を指示します。

③ 2 点目を指定 または [ 複数点 (M)]: P2 を指示します。（滑走路の P1 から P2）

④テキストウィンドウに長さやＸ、Ｙ、Ｚの増加分が表示されます。

２点間の距離を表示する

距離 [Measuregeom(D)]1

1

距離

第2節 図形情報

半径

① [ ユーティリティ ] パネル -> [ 半径 ] を選択します。

②オプションを入力 [ 距離 (D)/ 半径 (R)/ 角度 (A)/ 面積 (AR)/ 体積 (V)] < 距離 (D)>:  _radius

　円弧または円を選択 : 円弧 S1( バルコニーの円弧 ) を選択します。

③テキストウィンドウに、 半径と直径が表示されます。

円や円弧の半径と直径を表示する1

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ ユーティリティ ] パネル -> [ 半径 ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [ 情報 ] -> [ 半径 ]
 コマンド  Measuregeom -> R

半径 [Measuregeom(R)]2

S1

P1 P2
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ハッチングハッチング

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ 作成 ] パネル ->  [ ハッチング ]
 プルダウンメニュー  [ 作成 ] -> [ ハッチング ]
 コマンド   Hatch

ハッチング [Hatch]23
ハッチング パターンの一覧表示には２通りあります。

① [ パターン ] パネルのランチャーを表示する。( 図 1)

② [ プロパティ ] や [ クイック プロパティ ] の [ ハッチング パターン パレット ] を表示する。( 図 2)

ハッチング パターンの選択

P1

1

[ ハッチング作成 ] リボンタブ
① 境界  ハッチングは定義した境界に基づいて作成されます。
② パターン  ユーザーが定義したハッチング パターンを指定することができます。
③ プロパティ  ハッチングの間隔には単位がありません。尺度で間隔を調整します。
④ 原点  ハッチングが始まる起点を変更できます。初期値は図面の原点です。
⑤ オプション  [ 自動調整 ] や [ 異尺度対応 ] を適用するかどうかを選択します。
⑥ 閉じる  ハッチング リボンタブを閉じます。

オプション⑤のダイアログ ボックスランチャー ( 赤丸 ) を指示すると、従来のハッチング ダイアログが

表示されます。

[ANSI] 

プログラムに添付されているすべての 

ANSI パターンが表示されます。 

[ISO] 

プログラムに添付されているすべての 

ISO パターンが表示されます。 

[ 他の定義済みパターン ] 

プログラムに添付されている ANSI および 

ISO パターン以外のすべてのパターンが

表示されます。

( 図 1) ( 図 2)

① [ 作成 ] パネル -> [ ハッチング ] を選択します。

② [ ハッチング作成 ] リボンタブが表示されます。 

③ [ パターン ] からハッチング パターンを選びます。( 例 : ANS31) 

④ [ プロパティ ] から [ 角度 ]、[ 尺度 ]、その他の指定をします。 

⑤マウスでハッチングの領域内でクリックします。( 図 1 の P1) 

⑥右ボタンで確定すると、ハッチングが作成されます。( 図 2)

ハッチング パターンの作成2

( 図 1) ( 図 2)

確定するまでは、ハッチング
パターンをいろいろ試すことが
できます。

3 4 5 61 2

3

4

5

6

1
2
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矩形状配列複写

S1

[ 修正 ] パネル -> [ 矩形状配列複写 ] を選択します。 

①オブジェクトを選択 :  イス (S1) を選択します。 

②編集する配列のグリップを選択 または [ 自動調整 (AS)/ 基点 (B)/ 項目数

　(COU)/ 間隔 (S)/ 列数 (COL)/ 行数 (R)/ レベル数 (L)/ 終了 (X)] < 終了 >: 

　リボンタブの [ 列 ] を <3>、[ 間隔 ] を <600>、[ 行 ] を <3>、[ 間隔 ] を

　<600> として、  。

③下図のように 1 度に配置されます。

配列複写 ( 矩形 )[ArrayRect] 1

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ 修正 ] パネル -> [ 矩形状配列複写 ]
 プルダウンメニュー  [ 修正 ] -> [ 矩形状配列複写 ]
 コマンド  ArrayRect

配列複写 ( 矩形 )配列複写 ( 矩形 )

20

[ 配列複写作成 ( 矩形状 )] リボンタブ
①  タイプ  配列複写のタイプを選択します。[ 矩形状 ][ 円形状 ][ パス ]
②  列  列数と間隔、合計距離を指定します。
③  行  行数と間隔、合計距離を指定します。
④  レベル  3D 配列複写の、レベルの数と間隔を指定します。

⑤  プロパティ  [ 自動調整 ]: 配列複写されるオブジェクトが自動調整オブジェクトまたは 
 独立したオブジェクトかどうかを指定します。

⑥  閉じる  [ 配列複写作成 ] リボンタブを閉じます。

キーボードから [ARRAYCLASSIC] と入力すると、古いタイプの [ 配列複写 ] ダイアログが表示されます。 

このコマンドで作成された配列複写のオブジェクトは、それぞれが独立したオブジェクトになります。

④確定するまでは、リボンタブの数値を変更したり、マウスでグリップを操作して変更できます。

　( 図 1) は⑥の [ コーナーグリップ ] を右上に動かして、[ 列 ] と [ 行 ] を同時に変更しています。 

　( 図 2) は④の [ 列間の距離 ] グリップを右に動かして、横の間隔 ( 列 ) を変化させています。

( 図 1) ( 図 2)

①  [ 基点 ( 移動 )] グリップ

②  [ 行間の距離 ] グリップ

③  [ 行数 ] グリップ

④  [ 列間の距離 ] グリップ

⑤  [ 列数 ] グリップ

⑥  [ 列・行数 ] コーナーグリップS1

列

行

4 5

6

1

2

33 4 5 61 2
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マルチ引出線スタイル管理マルチ引出線スタイル管理

第2節 マルチ引出線

1

マルチ引出線スタイル管理 [MleaderStyle]1

マルチ引出線スタイルの設定

① [ マルチ引出線スタイル管理 ] ダイアログが表示されます。 

　 [ 修正 ] ボタンを押して、引出線スタイルを編集します。

 リボンメニュ－  [ 注釈 ] タブ -> [ 引出線 ] パネル -> [ マルチ引出線スタイル管理 ]
 プルダウンメニュー  [ 形式 ] -> [ マルチ引出線スタイル管理 ]
 コマンド  MleaderStyle

ダイアログボックス ランチャー

② [ 引出線の形式 ] タブ 

　 1 引出線のタイプ ( 直線、ポリライン、なし ) を選びます。

　　また、線の色や線種、線の太さも設定できます。

　 2 矢印のタイプと大きさを指定します。

②

1

2

③ [ 引出線の構造 ] タブ 

　 1 [ 拘束 ] は線分の折り曲げの回数を指定します。

　 2 [ 参照線の設定 ] では参照線 ( 水平線 ) の < 有り・無し > と長さを指定します。

　 3 [ 尺度 ] ではマルチ引出線が異尺度対応でないとき、マルチ引出線の尺度を指定します。 

　　 通常は印刷する尺度の逆数を指定します。

参照線有り

参照線無し
3

1

2

④ [ 内容 ] タブ 

　 1 [ マルチ引出線の種類 ] は引出線につなげる文字のタイプを指定します。( テキスト、ブロック等 )

　 2 [ 文字オプション ] では文字スタイルや、文字の色、大きさを指定します。

　 3 [ 引出線の接続 ] では文字と参照線の接続方法や間隔を指定します。

 スタイルが一覧表示されます。 
 現在のスタイルがハイライト表示 
 されます。

 [Standard] と [Annotative] の 2 種 

 類が用意されています。

[ 最終行の中央 ] [ 最終行に下線 ]

マルチ テキスト

ブロック

3

1

2

memo



318 319

第１部 8 章【外部ファイル】 第１部 8 章【外部ファイル】

外
部

フ
ァ

イ
ル

外
部

フ
ァ

イ
ル

 リボンメニュ－  [ 出力 ] タブ -> [DWF/PDF に書き出し ] パネル -> [ 書き出し ] -> [PDF]
 プルダウンメニュー  ありません
 コマンド  ExportPDF

PDF 書き出し [ExportPDF]1

PDF 読み込みPDF 書き出し

第３節 PDF

PDF を図面ファイルとして読み込む (PDF を DWG に変換 )1

 リボンメニュ－  [ 挿入 ] タブ -> [ 読み込み ] パネル -> [PDF 読み込み ]
 プルダウンメニュー  ありません
 コマンド  PDFImport

PDF 読み込み [PDFImport]2

① [ 読み込み ] パネル  -> [PDF 読み込み ] を選択します。

② [PDF ファイルを選択 ] ダイアログから、読み込む PDF を選択します。( 左下図 ) 

③ [PDF を読み込む ] ダイアログで [ 位置 ][ 読み込む PDF データ ][ 画質 ][ オプション ] を指定して 

　 [OK] ボタンを押します。( 右下図 )

④選択した PDF が図面内に挿入されます。 

　[ 機械 .pdf] が [Drawing1.dwg] 内に挿入されました。

図面を PDF として保存する1

② [DWF/PDF に書き出し ] パネル  -> [ 書き出し ] -> [PDF] を選択します。

③ [PDF に名前を付けて保存 ] ダイアログが表示されます。

④ [ ファイル名 ] に名前を入力して、[OK] ボタンを押します。 

⑤ [ オプション ] ボタンを押して、PDF の詳細を指定できます。

①右の図面を PDF として保存します。

　画層やリンクの情報も保存できます。

PDF 書き出しオプションの [ データ ]
 画層情報を含める  PDF ファイルの表示または印刷時に、画層を表示 / 非表示にできます。

 ハイパーリンクを含める  図面ファイルのハイパーリンクを PDF ハイパーリンクに変換します。

 フォントの取り扱い  PDF ファイルに TrueType フォントを埋め込めます。

⑤ [ 画層プロパティ管理 ] で確認すると、[PDF_0] の 

　ように画層名の前に [PDF_] が付加されています。

( 注 )

( 注 ) ( 注 )
[ オブジェクトの画層を作成 ] で読み込むと、
ジオメトリのタイプごとに分けられます。

[PDF の画層を使用 ] で読み込むと、
図面の画層名が引き継がれます。
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 リボンメニュ－  [ 挿入 ] タブ -> [ ブロック定義 ] パネル -> [ エディタ ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [ ブロック エディタ ]
 コマンド  Bedit

[ ブロックエディタ ] リボンタブ
①   開く / 保存  図面内にあるブロックを開いたり、ブロック定義を保存します。

②   管理  オーサリング パレットを開きます。

③   アクション パラメータ  ブロックにパラメータとアクションを追加します。

④   可視性  ダイナミックブロックに可視パラメータを追加します。 
 図形の可視状態をコントロールします。

⑤   閉じる  ブロックエディタを終了して図面に戻ります。

⑥   パラメータ  ブロックにパラメータを追加します。

⑦   アクション  ブロックにアクションを追加します。

⑧   パラメータセット  ブロックにパラメータとアクションを同時に追加します。

ブロックエディタ [Bedit]1

第3節 パラメータとアクション

ブロックエディタブロックエディタ

① [ ブロック定義 ] パネルの [ エディタ ] を選びます。

②作図画面からブロック専用の画面 ([ ブロックエディタ ] リボン ) に切り替わります。

③以下の図 ( ボルト ) は、[ 直線状 ] パラメータと [ ストレッチ ] アクションが与えられたダイナミック　

　ブロックです。 

 

④①のパラメータは右方向に [ 直線状 ] に動くことを示しています。回転することはできません。

　②のアクションは [ ストレッチ ] を行うことを示しています。 

 

⑤このようにダイナミックブロックは、[ パラメータ ] と [ アクション ] の 2 つで成り立っています。 

　最初に [ パラメータ ] を設定し、そのパラメータに [ アクション ] を関連付けています。

オーサリング パレット

パネル 説明

　 
 ブロック内の図形に位置、距離、角度などの制御点を 

 指定します。 

 図形に情報を設定するためにも使用します。

　 
 選択したパラメータに特定の動作を割り当てます。

　  パラメータとアクションの組み合わせを定義したもの 

 です。( 一度に両方をセットできます。)

　  複数のブロックの表示の ON / OFF を指定します。

 三面図の切り替えなどに使用します。

6

7

8

3 4 51 2

1

2
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寸法文字や矢印などの大きさは、[ 寸法スタイル ] ダイアログの [ フィット ] タブにある [ 寸法図形の 

尺度 ] で全体の尺度を指定します。

左下図は、印刷時に <1/1> で等倍印刷する場合、右下図は <1/100> で縮小印刷する場合の設定です。 

このように、印刷尺度に応じた寸法スタイルを事前に作成しておく必要があります。 

[ 文字スタイル ] や他の注釈オブジェクトも同様です。 

そのため、印刷尺度が異なる数だけ [ 寸法スタイル ] や [ 文字スタイル ] が必要になります。

［非異尺度対応注釈 ] の特徴

［異尺度対応注釈 ] の特徴3

2

設計オブジェクトと注釈オブジェクト設計オブジェクトと注釈オブジェクト

作図尺度：実寸 [ 図面範囲 <42000×29700>]

設計オブジェクト ( 実寸 )

[ 設計オブジェクト ] と [ 注釈オブジェクト ]1
①図面は機械部品図や建築図などの「設計オブジェクト」と文字や寸法などの「注釈オブジェクト」 で　
　成り立っています。 
　設計図はモデル空間で実寸で作図し、注釈はレイアウト空間における希望する大きさで記入します。 
　したがって、文字や寸法などの「注釈オブジェクト」 は印刷時の大きさを考慮して作成します。

注釈オブジェクト (100 倍 )モデル空間 レイアウト空間

異尺度対応注釈とは、レイアウト空間でどのような印刷尺度に設定しても、注釈オブジェクト自身が
自動的に大きさを印刷尺度に合わせてくれる機能です。 
[ 寸法スタイル ] で 2 ミリと設定すれば、どの印刷尺度でも 2 ミリの大きさで表示してくれます。
そのため、[ 寸法スタイル ] や [ 文字スタイル ] は 1 つで足りることになります。

設計オブジェクトと注釈オブジェクト1

第1節 注釈オブジェクトとは？

注釈オブジェクト ( 実寸 )

設計オブジェクト ( 実寸 )

レイアウト空間モデル空間

作図尺度：実寸 [ 図面範囲 <420×297>]( 図 A)

( 図 B)

( 図 A) は「水栓金具」の設計図ですが、モデル空間に配置した図枠もレイアウト空間に配置した図枠も

同じ A3 用紙の大きさです。 

このためモデル空間の寸法文字や表題欄の文字は印刷時と同じ大きさの 2 ミリで記入しています。 

一方、( 図 B) は「木造住宅」の設計図です。モデル空間では実寸で作図しますが、レイアウト空間では

A3 の用紙に収まるように配置しますから図枠も住宅の大きさに合わせて拡大して配置します。

その拡大率は印刷する尺度の逆数になります。つまり、印刷を 1/100 で行う場合は、モデル空間に記入

する文字や寸法 ( 注釈オブジェクト ) の大きさを 100 倍にします。 

例えば、印刷する文字の大きさを 2 ミリにする場合は、モデル空間では 200 ミリの大きさで記入します。

設計オブジェクト ( 実寸 )

注釈オブジェクト ( 実寸 )

設計オブジェクト (1/100)

注釈オブジェクト ( 実寸 )

印刷尺度：1/1 [A3 用紙 <420×297>]

印刷尺度：1/1 [A3 用紙 <420×297>]

異尺度に対応できる注釈オブジェクトの種類4
異尺度に対応できる注釈オブジェクトは、以下の 6 つです。

 寸法  [ 寸法スタイル管理 ] ダイアログの [ フィット ] タブから [ 異尺度対応 ] を選択。
 文字  [ 文字スタイル管理 ] ダイアログの [ サイズ ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 引出線  [ マルチ引出線スタイル管理 ] ダイアログの [ 尺度 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ハッチング  [ ハッチングとグラデーション ] ダイアログの [ オプション ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ブロック  [ ブロック定義 ] ダイアログの [ 動作 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ブロック属性  [ 属性定義 ] ダイアログの [ 文字設定 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
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デザインセンターの利用4

［画層 ][ 線種 ][ 寸法スタイル ][ 文字スタイル ] を他の図面から取り込む1
①（図 1) はテンプレートの新規図面です。 
　 この図面の [ 画層 ][ 線種 ][ 寸法スタイル ][ 文字スタイル ] はテンプレートの初期値しかありません。
　 [ デザインセンター ] を使えば、他の図面から使用したい画層やスタイルを取り込むことができます。

デザインセンターの利用デザインセンターの利用

③ [ 表示 ] タブ -> [ パレット ] パネル -> [ デザインセンター ] を使います。 
　 [ デザインセンター ] の中から < 土木図 1.dwg> ①を開き、[ 画層 ] ②から画層一覧を表示させます。 
　 コピーしたい画層③をマウスで選択して、右の図面内に < ドラッグ & ドロップ > します。 
　 選択した画層が新規図面にコピーされます。

④同様にコピーしたい文字スタイルをマウスで選択して、右の図面内に < ドラッグ & ドロップ > します。

⑤同様にコピーしたい寸法スタイルをマウスで選択して、右の図面内に < ドラッグ & ドロップ > します。

（図 1）

（図 2）

（画層）

（寸法スタイル） （文字スタイル）

（線種）

②（図 2) は既存の図面です。 
　  この図にある [ 画層 ][ 線種 ][ 寸法スタイル ][ 文字スタイル ] を白紙の新規図面に取り込みます。

（画層）

（寸法スタイル） （文字スタイル）

（線種）

1

2

3

1

2
3

1

2

3
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[ 図面範囲 ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/100）

①プルダウンメニュー [ 形式 ] -> [ 図面範囲設定 ]

　コマンド ‘_limits

　オフ :  オン (ON)/< 左下コーナーを指定 <0,0>: 

　右上コーナーを指定 <420,297>: 42000,29700

［図面範囲 ] を設定した後は、［図面全体］

で全体を表示するようにしましょう。

[ 画層名 < レイヤー名 >] を決めます。

① [ 画層 ] パネル -> [ 画層プロパティ管理 ] を選びます。（最初は < 0 > 画層の一つしかありません。）

② [ 新規作成 ] のボタンを押します。

②プルダウンメニュー [ 表示 ] -> [ ズーム ] -> [ 図面全体 ]

　コマンド ：Z 

　窓のコーナーを指定、表示倍率を入力 (nX または nXP) 

　または [ 図面全体 (A)/ 中心点 (C)/ ダイナミック (D)/ 

　オブジェクト範囲 (E)/ 前画面 (P)/ 倍率 (S)/ 窓 (W)/ 

　選択オブジェクト (O)] < リアル タイム >: A 

1

2

建築用テンプレート（画層名）建築用テンプレート（作成手順）

第1節 モデル空間用テンプレート図面を作成

(0,0)

(42000,29700)テンプレート作成（モデル空間）

作 成 手 順
 [ 図面範囲 ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/100）

 [ 用紙 ] の大きさと [ 尺度 ] により図面範囲が決定されます。A3 の用紙に 1/100 の 
 縮尺で作成しますので、図面範囲は < 横 42000 ミリ、縦 29700 ミリ > になります。

2
 [ 画層名 < レイヤー名 >] を決めます。

 建築用の画層名とその画層に割り当てる色と線種を決めます。

3
 [ 文字 ] のスタイルを決めます。

 タイトル用の文字や図面内で使用する文字のスタイルを作成します。

4
 [ 寸法 ] のスタイルを決めます。

 図面内で使用する寸法のスタイルを作成します。

5
 その他、細かい設定を行います。

 [ グリッド ][ スナップ ][ 作図単位 ] などの設定を行います。

6
 図枠とタイトル文字等を作図します。

 図面枠の作図と会社名や図面名称などを記入していきます。

7
 このように設定した図面を [ テンプレートファイル ] として保存します。

 新規図面は、このテンプレートファイルを基にして作図します。

1

［図面範囲 ] は印刷設定時に関係してきます。

memo
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建
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図
面

建
築

図
面 画層を [ 寸法 ] に変更し、［通り芯 ] の画層をＯＮにします。

① [ 画層プロパティ管理 ] を開いて < 寸法 > の画層に切り換えます。

② [ 画層プロパティ管理 ] から [ 通り芯 ] の表示を <ON> に切り替えます。

③ [ 寸法記入 ]  -> [ 長さ寸法 ] で、上側の寸法を記入していきます。

P1 P2
　1 本目の寸法補助線の起点を指定 または < オブ　  

　ジェクトを選択 >:

    マウスで左端の通り芯の端点 (P1) を取ります。

　（Ｏスナップの端点モードにしておきます。） 

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 : 

    マウスで二番目の通り芯の端点 (P2) を取ります。

④寸法線の位置を指定 または 

　[ マルチ テキスト (M)/ 寸法値 (T)/ 寸法値角度 (A)/

　水平 (H)/ 垂直 (V)/ 回転 (R)]:

    寸法線の出す位置をマウスで指示します。(P3)

　寸法値 = 3640   

P3

⑤続けて [ 直列寸法記入 ] コマンドで直列寸法を 

　記入していきます。

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 または [ 元に戻す

　(U)/ 選択 (S)] < 選択 >:

   マウスで次の通り芯の端点 (P4) を指示します。

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 または [ 元に戻す

　(U)/ 選択 (S)] < 選択 >:

　同様にして、右端まで順番に通り芯を選択してい

　きます。

P4

⑥下図のように寸法が作図されます。

P3

10

建築図面（寸法）建築図面（寸法）

配置した寸法

作成手順
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作図の [ 図面範囲 ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

[ 図面 ] の大きさと [ 用紙 ] の大きさは同じですので、図面範囲は < 横 420 ミリ、縦 297 ミリ > です。

[ 図枠 ] を作成します。

印刷の [ レイアウト ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

[ 図面 ] の大きさと [ 用紙 ] の大きさは同じですので、レイアウト範囲は < 横 420 ミリ、縦 297 ミリ > です。

[ 図枠 ] を作成します。

レイアウト範囲が < 横 420 ミリ、縦 297 ミリ > の大きさですから、印刷するときに用紙の内側に図枠が

収まるように図枠サイズを設定します。

この例では、横の長さを <410 ミリ >、縦の長さを <280 ミリ > にしています。

（図枠の線の太さを印刷時に 0.5 ミリにする場合は、実際に作図する時の線の太さも 0.5 ミリのままです。)

上図では、図枠が横 410 ミリ、縦 280 ミリになっていますので、この図面を 1/1 で印刷した場合、

図枠の横は 410 ミリ、縦は 280 ミリで出力されます。（同じ大きさ）

図形は A3 の用紙に配置する時点でも等倍なので、印刷の尺度は 1/1 になります。

1

2

1

2

印刷をレイアウト空間で行う印刷をモデル空間で行う

図面範囲が < 横 420 ミリ、縦 297 ミリ > の大きさですから、印刷するときに用紙の内側に図枠が収まる

ように図枠サイズを設定します。

この例では、横の長さを <410 ミリ >、縦の長さを <280 ミリ > にしています。

（図枠の線の太さを印刷時に 0.5 ミリにする場合は、実際に作図する時の線の太さも 0.5 ミリのままです。)

上図では、図枠が横 410 ミリ、縦 280 ミリになっていますので、この図面を 1/1 で印刷した場合、

図枠の横は 410 ミリ、縦は 280 ミリで出力されます。（同じ大きさ）

A3 の用紙に図形を配置する時点では等倍なので、印刷の尺度は 1/1 になります。

[ 図面範囲 ] の設定は必ずしも必要ではありませんが、

印刷時に [ 印刷対象 ] から [ 図面範囲 ] を選択できます。

レイアウトタブから [ レイアウト ] の設定は必須です。

用紙サイズやプリンタ / プロッタの設定を行います。

図枠はモデル空間に作成します。 図枠はレイアウト空間に作成します。

第1節 印刷をモデル空間で行う 第 2節 印刷をレイアウト空間で行う

Point!
Point!
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印刷する範囲
 [ モデル ] と [ レイアウト ] で共通
 オブジェクト範囲  描かれているオブジェクトの範囲を印刷
 窓  マウスで四角で囲った範囲を印刷
 表示画面  表示されているオブジェクトの範囲を印刷
 [ モデル ]
 図面範囲 LIMITS( 図面範囲 ) で設定されている範囲を印刷
 [ レイアウト ]
 レイアウト  ページ設定の用紙サイズの範囲を印刷

③先程保存した < 機械図面 > ファイルを開きます。

　開いた瞬間に [ 外部参照 ] コマンドで挿入した図面 <buhin> は、最新の図に変更されています。

機械図面 ( 印刷 )

④ [ 出力 ] -> [ 印刷 ] コマンドを使います。

⑤ [ 印刷 ] のダイアログが表示されます。

     [ 印刷領域 ] の項目では < レイアウト > を選びます。 

　［印刷尺度 ] の項目で、尺度を <1:1> にして [ 印刷プレビュー ] ボタンを押します。

機械図面 ( 印刷 )

⑥ [OK] ボタン、又は下の [ 印刷 ] ボタンを押して印刷します。

ここが

大切

[ 印刷領域 ]

プリンターの種類によって、印刷可能な範囲が違っています。 
そのため、印刷漏れが生じる可能性があります。
そのような場合は、図枠自体の大きさをプリンターの作図範囲に合わせて作成する
必要があります。

右のように、赤線で表される箇所は印刷範囲から
外れています。
赤線が無くなるように、図枠を縮小したり位置を
変更する必要があります。

memo




